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酸化還元系制御細菌による海洋バイオマスからの実用的
エタノール生産
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近年、国内外で海洋バイオマスに注目が集まっ
ている。しかし、海洋バイオマス（巨大褐藻類）
は酸性多糖アルギン酸やマンニトールを主成分
とするため、これらの成分をバイオ燃料（エタノー
ル）ならびに有用物質に変換する新技術の確立
が、特に国土面積は狭隘だが広大な海域を有す
る我が国にとって急務である。

細菌A1株によるアルギン酸からのエタ
ノール生産系の解析
細菌A1株の酸化還元系の制御、培養工学
的解析、エタノール耐性能増強などにより、ア
ルギン酸からのエタノール生産能の向上を目
指した。エタノール生産に伴う毒性物質の蓄
積とその弱毒化法などを明らかにした。

出芽酵母へのマンニトール利用能の賦与
エタノール生産に最適な微生物である出芽酵母へのマンニトール利用能の賦与に成功し、その
機序を明らかにした。本酵母を用いたマンニトールからのエタノール生産が可能になった。出芽
酵母へのアルギン酸利用能の賦与も進めている。

細菌A1株によるアルギン酸からの有用
物質ピルビン酸生産系の発見と確立
細菌A1株によるアルギン酸からの著量のピ
ルビン酸の生産を発見し、同生産系を確立し
た。これは、アルギン酸からのエタノール以外
の有用物質生産のはじめての成功例であっ
た。

エタノール生産性スフィンゴモナス属細菌A1株
や特殊な酵母を用いた海洋バイオマス成分（ア
ルギン酸、マンニトール）からの実用的なエタノー
ルならびに有用物質大量生産法を酸化還元系
制御に着目した代謝工学的手法や培養工学的
手法を駆使して確立する。
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本研究の継続発展により、日本の広大な排
他的経済水域で生産される自国産の海洋バ
イオマス（褐藻類）から、バイオ燃料（エタ
ノール）や有用物質（ピルビン酸）などを生

産できる系、すなわち海洋資源の新しい利活
用技術が確立されると期待される。褐藻類需
要の大幅な増大による水産業の振興も期待
される。

コリプレッサー Tup1-Cyc8
（左上）への自然変異による
出芽酵母へのマンニトール
利用能獲得（左下）の発
見。同能獲得株はNaCl存
在下でもマンニトールからエ
タノールを生産する（右）。


